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研究成果の概要（和文）：身体醜形恐怖は、その一因として美的判断の仕組みに異常があると考えられる疾患で
ある。神経美学の知見から、醜形恐怖の認知の特徴について検討した。定量的な行動実験手法を確立して実験
し、醜形恐怖傾向の高い群では自分の身体像においてのみ低い美的評価がみられる一方、他者の身体像などでは
対照群と差がないことがわかった。さらに、美的判断に強く影響する「他者の美的意見」の影響を調べた結果、
身体像における美的判断は非身体像に比べて、他者の意見による影響を受けにくいことがわかった。醜形恐怖の
認知的特徴を複数の実験課題によって検討することで、その定量的な病態理解の進展へ一定の貢献を果たした。

研究成果の概要（英文）：Body dysmorphic disorder (BDD) is a disorder that is thought to be partly 
due to abnormalities in aesthetic judgement. Based on the findings of neuroaesthetics, the 
characteristics of BDD were investigated. Firstly, we established a quantitative experimental method
 and found found that the group with high BDD score, obtained from the BDD Scale, showed low 
aesthetic evaluation only in their own body image, while there was no difference from the control 
group in the body image of others. Furthermore, the influence of other people's aesthetic opinions, 
which have a strong influence on aesthetic judgement, was examined, and it was found that aesthetic 
judgement of body images was less influenced by other people's opinions than that of non-body 
images. By examining the cognitive characteristics of BDD through several experimental tasks, we 
have made a certain contribution to the development of a quantitative understanding of 
pathophysiology of BDD.

研究分野： 神経美学

キーワード： 身体醜形恐怖　神経美学

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
身体醜形恐怖懸念は、その原因については過度の内向性や幼児期虐待などがあげられてきたが，他の強迫性神経
症との病態差異が不明確であり，多面的な病態理解が必要とされてきた．本研究では、定量的な行動実験デザイ
ンを確立し、複数の実験課題のバリエーションを利用して、その認知的な特徴について新たな知見を提供した。
今後の醜形恐怖懸念の臨床的なモデル化に一定の貢献を望める成果と考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
審美判断の脳内機構: 「美しさ」は，失快感症など特殊な症例を除いて，ほぼ全てのヒトが感じ
ることのできる，人類に共通して備わった一種の感覚ともいえる．近年，これまで人文学で取り
組まれてきた美や感性などの内的状態に関する問題を，脳機能画像法により研究する試みが盛
んに行われている．これまでに審美判断の脳内機構が特定され，特に眼窩前頭皮質(orbitofrontal 
cortex; OFC, 図１)をはじめとする脳内機構が，審美判断に重要であることが報告されている．  
身体醜形恐怖懸念: 審美的な判断は日常さまざまな場面で
現れるが，その異常に起因すると考えられる障害がある．
そのひとつが「身体醜形恐怖懸念 (body dysmorphic 
disorder; BDD; 醜形恐怖懸念)である．醜形恐怖懸念は，自
分の容姿の小さな欠点への過剰な心配や強迫的なとらわ
れ，過度に確認したり隠そうとする精神疾患である．自己
身体像の評価のみに生じる．青年期の発症が多く，若年う
つ病や摂食障害とも関係し，思春期特有の問題を理解する
上でも重要な疾患である．原因については，過度の内向性
や幼児期虐待があげられてきたが，他の強迫性神経症との
病態差異が不明確であり，多面的な病態理解が必要とされ
てきた．近年，感性的な価値判断(＝審美判断)の異常が一因
である可能性があらたに指摘された(Stein et al., 2006)．そこ
で本研究では，これまでの審美脳科学の成果を利用して，審美判断の異常という視点から醜形恐
怖懸念がどのような認知の傾向を持っているか検討した． 
 
２．研究の目的 
目的：身体醜形恐怖懸念について，関係する認知の傾向を明らかにする． 
 この目的を達成するため，以下の実験を行なった． 
 醜形恐怖懸念に関して解決すべき問題のひとつは，OFC を含む審美的判断全般の脳内機構自
体の障害であるのか，それとも右 DLPFC による身体イメージの異常などが原因の，つまり身体
像に限局された審美判断の問題なのか，という点である．これを行動実験で検証し，また背後に
ある脳の働きについて議論する．なお，本研究の被験者は，Body Dysmorphic Disorder-Syndrome 
Scale 尺度（BDD-Syndrome Scale 尺度）(Wilhelm et al., 2016)により醜形恐怖傾向があると認めら
れた健常成人であり患者群ではない． 
 
３．研究の方法 
 初年度および次年度にウィーン大学・ ロンドン大学と共同研究を行なった．まず，行動実験
系の確立のため以下の実験を行なった（図 2 参照）． 
 

 
 醜形恐怖懸念の生起する実験刺激･方法で，BDD における審美判断の異常が身体像刺激に限局
された現象であるか検証する． 
 
実験刺激: 刺激は，各被験者の自己身体，他者身体，風景写真(非身体条件)の 3 種類である．本
実験実施に先だって，(本実験に参加しない)60 名の健常被験者を評定者として，全写真刺激につ
いて 10 段階の美醜評価を行う．その平均の美醜スコアを各写真刺激の「標準スコア」とする．
本実験にて，被験者が実際につけた美醜評価が，この標準スコアからどれだけ乖離しているかを
測定することで，BDD 現象の生起度合いを判断する． 
 

図 1:醜形恐怖と審美判断に関与
する脳部位，右 dlPFC と OFC のお
およその位置． 

図 2：BDD 傾向高の被験者を例に
とって，標準スコアと被験者の
実際の審美評定スコアとの関係
を示した模式図． 
BDD 傾向高の被験者では，自己身
体条件で標準スコアとの乖離が
みられ，BDD 現象が生じると予想
できる．一方，他者身体，風景条
件では BDD は起きないはずであ
る． 
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被験者: 参加者は，事前に身体醜形懸念傾向を測定できる質問紙テスト BDD-Syndrome Scale 尺
度を受け，その結果に基づき BDD 傾向高／傾向無しの 2 つの被験者グループに分けられる．
BDD 傾向無し群は，実験では統制群とした． 
 
実験手順: 3 種類の実験刺激を被験者にランダム提示し，美醜の評価を 10 段階で行わせる．被験
者がつけた美醜評価と標準スコアとの乖離率を比較し，各 3 条件での BDD 生起率を検討する． 
 
４．研究成果 
 上述の行動実験からは，醜形恐怖傾向の高い群では，自己身体像条件において標準スコアより
低い美醜評価が得られた．一方，他者身体像条件と風景条件(非身体像)とでは標準スコアと同等
であった．この結果によって，醜形恐怖懸念が身体認知に限局した現象であること確認し，その
定量的な実験手法を確立できた． 
 続いて，同じ実験デザインと実験刺激(自己身体像，他者身体像，非身体像)を用いて，審美的
判断と知覚的判断(体勢や向きの判断)を比較し，醜形恐怖懸念が美醜の評価とは無関係の知覚的
判断においても影響をあたえているのかを検討した．その結果，醜形恐怖傾向の低・中の被験者
群では，対照群との有意な差はみとめられなかったが，一方で醜形恐怖傾向の高い被験者群では
異なる傾向がみられることがわかった．しかし個人差が大きく効果量が低いため，この結果につ
いては追加実験が必要と考えている． 
 
 さらに，最終年度では，身体像と非身体像に対する美的判断が，他者の意見によってどのよう
に影響を受け，変化するかを検討した．個人の審美的価値判断は，「他者の意見」から強く影響
を受けることが，日常経験的にも，また行動実験的にも指摘されている. 心理学・社会学の分野
でも「同調現象」という現象が研究されてきた.ある事物に対する個人の価値判断が，他者の意
見 (多数派意見)にさらされることにより，他者に同調するように変化する傾向は同調バイアス
とも呼ばれ，購買行動や投票などヒトの行う判断全般に広く認められる. そして，審美的判断に
おいても，他者への同調バイアスが生じることが報告されている.この同調現象を利用すること
で，他者の意見が被験者の審美的価値判断に影響を与える状況を実験的に作り出し，それが醜形
恐怖懸念の高い／低い傾向のある群で，どのような影響があるのか調べた（図 3）． 

 
 
 その結果，身体像における美的判断は非身体像に比べて，他者の意見による影響が少ない傾向
があることがわかった．非身体像の美的評価は正常に行えるのに対して，自己身体の審美評価の
みに影響がある醜形恐怖懸念の特徴に関して，示唆ある結果といえる．すなわち，一般的な頑健
な現象である同調バイアスでも，自己身体への醜形恐怖懸念を減少させることは難しい可能性
が示される． 
 これまで，他の強迫性神経症との病態差異が不明確であり，多面的な病態理解が必要とされて
きた醜形恐怖懸念について，その認知の傾向を定量的に検討できる実験デザインを確立し，同じ
実験デザインを用いることで，醜形恐怖懸念の傾向の高い群の特徴を多面的に示すことが出来
た．今後の醜形恐怖懸念の臨床的なモデル化に一定の貢献を望める成果と考えられる．また，今
後の研究の展開としては， コロナ禍により行えなかった脳活動の検討を脳波計により行い，こ
こで報告した認知特徴の背後にどのような脳の働きがあるのか検討することである． 
 
参考文献： 
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図 3：醜形恐怖懸念の行
動実験に同調バイアス
の要素を加えた最終年
度の実験課題．A;顔の
審美判断，B:非身体（抽
象画）の審美判断，両条
件とも他者の審美判断
を知らされた上で，自
らの評価を決定する． 
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